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嶺僚鋼の耐久皮に及ぼず熟慮理経の影響

新 待 暮
一 郎☆

EffectsofHeatTreatmentsonI)urabilityofSpringSteel

By Kiichiro Shinji
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Abstract

Thewriterinvestigatedtheeffectsofheattreatmentsviz･quenChingandtempe-

ring,andau已temperingondurabilityofspringsteelwithMatsumura
Typerepe･

atedimpacttesterandmechanicalproperties･Theresultsobtainedareasfollows:

(1)Whenquenchedandtempered,tenSilestrengthandyielding point against

equalhardness are higher･

(2)

higher.

(3)

(4)

When austempe･red,reduction and elongationagainst equalhardness are

Whenaustempered,impactvalueagainstequalhardnessish王gher･

Whenimpactenergygivenbyrepeatedimpacttesterislower,durability

againstequalhardnessofaustemperedsteelissuperior･andwhenimpactenergy

ishigher,thatof quenched and tempered steelissuperior･

【二Ⅰ]絹

敬條鋼の耐久姪はオーステンパーによるものゝ方が普

通の焼人焼戻によるヰ,のに比し騰りLていると云われ

る(1)｡著者は Si--Mn 鋼に

異な二ニレし)鴬除を行った｡

0.69

てこJ)鮎を追求すべく冊

[廿]試 料

材レり分析結果を元すと第1表〟〕如くてふる｡

第1表 試料の化撃分析結果(%)

Tablel.Result of ChemicalAnalysis

of Material

Si

1.50

Mn

0.75!0.016 0.009

Ni

0.45

Cr

0.13

[Ⅱ]焼入燥戻虞理による機械的性質及び耐

久度

8600Cから油焼人後400,440,480及び5200Cの各

日立製作所安来工場

濁産に焼戻Lた(1時間､水冷)｡第1固は釘攣ヰネル

ぎー封釘撃同数曲線にLて焼戻温皮の高くなるに従て耐

久世が大になる｡第2国(次貢参照)は焼 湿度と機械的

性質及び耐久匪との関係を表すもので舟)る｡即ち耐久旺

は抗張力､降伏瓢放び硬匿が低くなるに従て又仲､絞及

び組撃伯が大に■なるに従て大になることが判る｡
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焼床路圧と機械的性質及び耐久度

との関係

Relation between Tempering

Temperature,Mechanical

Properties and Durability
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第3固 打撃エネルギー装ぃ打撃国数

Fig･3.Impact Energie-Impact Times
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第4固 2攻裕経度と機械的性質及び耐久度との関係

Fig･4･Relation between Austempering

Temperature,Mechan-icalPropertics

and Durabilily

[Ⅳ]オーステンパーによる機械的性質

及び耐久度

8600Cか〔ノ2衣桁温 280,310,340~放び3708Cに

1時間保持後水冷Lた｡第3圏:･ま手了撃エネルギー封射撃

同数曲線にして2次浴湿皮の低くなるに従て耐久皮を壇

ナことが見られる｡第4国は2攻浴温度と機械的性質及

び耐久匪との関係を示すものである｡即ち耐久匿は抗張

力､降伏難攻び硬度の低下するに従て又仲､絞及び衝撃

他の高くなるに従て小になることが到る｡.二の瓢填入焼

戻の場萬と全く逆の関係にある｡

[Ⅴ]封等硬度の機械的性質及び耐久度

(1)抗張力及び降伏
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TensileStrength and Yielding

Point against EqualHardness

● 鮭人煙庚

X オーステンノ〈-

4β
､∴′･ ∴ニJ

硬 度(斤c)

ガ

帝6固 封 等 板 壁 の 仲,絞

Fig.6.Elongation and Reduction

against EqualHardness

第5圏に京す如く焼入焼 のプヲが大である｡

(2)仲及び絞

第6固に嘉す如くオーステンパーの方が大である｡

(3)衝撃値

第7圏に示す如くオーステンパーの7ブが大である｡

(4)耐久虔

第8圃に嘉す如くである｡,手丁撃Jニネルぎーの大になる

に従て文硬度の低下するに従てオーステンパーゲ)方が劣

る｡Lかし打撃エネルギーが小になって純粧な醍螢

的性格を

である｡

除

びて乗るとオーステンパーの方が遠かに惨秀

[Ⅵ二l結 盲

1077

これを要するにオーステンパーのフィが硬匠にもよるが

純粋な披努試験に於てほ普通の整入焼戻に比lノて優秀で

ある｡倍硬匿と打撃エネルギー及び宴]撃旧教三者間の関

係が熱屍理法によって全く封蝋的である弧こ

を得て究明し妊いと考えるL.
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特許第190239誠

エレベータを膵止する堤合､徒

死は電劫機1の給電を断ち電磁制

劫撥6を動作させる方式が行われ

たが､この場合制動機は仝負距聞

轍力の20叩左程皮叫甜測力を加え

るため､衝撃による不快感を凍客

に輿え､機械の性能寿命にも悪影

響を及ぼす廉いがある｡然るにこ

の贅明の停止方式は電劫横の給電

を断つことなく､その二=大岡身に

過賞な伍グ〕拭抗4を挿入して電磁

制動 6を動作させ､電動機の凹

鴇力を利用して制動特性を改首し

臨滑な■顛衝撃停止を行い得るよう

にしたものである｡弟2圏に示す

制動粋性曲線に於て､従来の停止

方式では合成･制動力はFで示すよ

うに滑り1に至るまで姶んど制動

力は不 であるから停≠衝撃を輿

え減姐特性は第2圏F/のよう∴

急峻な曲線となるし｡この贅別の方

式こよれば合戊制動力は第2固B

登録新案第380764流

この考案は大容骨水平切り断路

詐の托作機構∴通牒ほれ㌫もので

圃中1ほ

机

･
ハ

イ

作レバー､2及び3ほ

4は輯抽操作軸､5は作

剥脱､9ほピストン､10はピスト

ン杵､12はシリンダ､13は機構部

分を矧~朋する箱燈､14及び15は

電磁招､16は空気溜である｡微寒

の空嶺力 作機構は一般に､断路

器投入操作用シリンダ及びピスト

ンと開放操作用シリンダ及びピス

トンとを=二組備えていたが､この

考案では､シリンダ及びピストン

ェ レ ベr･タ 停.1L方式

妻

第1閲

75~β%

､:.､-J

J-仁しノ†:･

利払艶の別納巨懐け

開 閉器の;生来力

次
紀

伯 問

第 2 国

で示す電動機の国儀は沌合成制動

力Fから 引いたG曲錬で示きれ

る⊂.G曲線は電:胡椒の減辿と共に

制動力を減少する準則生を有しこの

場合の減速相性は第3園G/で示

すように緩慢な曲緑となり､F/に

比放して臨滑な停止を行い得るこ

とを示すものである｡かくて電動

概が停止した時電源を断ち制動機

6の仝･制動機によりェレべ←タを

安仝に停Jf二位躍∴保持することが

できる｡ し滑 川ノ

桑 山 Jに 俊

は一組とし､ピストン骨後の機

構部分を収容する箱般13 を密

閉構造とし､断路器開放の際は

電磁彿14 をI勘磁して､シリン

ダ12 に空気を送り､投入のユ具

合は侶磁朔15 を励磁しノて､荊

髄13内に空気を送って一個の

ピストン9を~l仁道南方｢恥二駆動

するようにしたものである｡こ

の構造によれば操作楔植の外層

を/卜型に設計することができ､

所要資材及び占有床面積を節減

することができる｡ しi骨 川)




